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I はしがき
1960年代Jよ!降の野菜や果樹生産の拡大と畜産業の発展，そして 1970年からの米の生産調整によっ
て，稲作の地位は急速に後退してきたとはいえ，稲作は依然として日本で最も重要な農業経営部門で
あることには変りがない.ことに，北陸地方はその独特な自然条件からも，くから稲作に極めて強
く依存してきた地域である.ごく最近まで，稲作は北陸地方の農村を支える唯一といってよいほど
要な経済活動であり，さらには社会構造や文化活動とも深いかかわりをもってきたり.北陸地方は，
稲作の地域的展開の様相を分析することによって農村の性格解明をめざす研究にとって，絶好の対象
地j或とし¥えよう.
この報告の課題は，稲作の技術的側面から日本の稲作の地域差を確認し，それを通じて稲作地域の
性格を考察することである. I=l本の稲作技術は明治期以降めざましい発展をとげ，現在ではそれぞれ
の地域の白然的・経済的・社会的条件に;適合した高水準の技術体系がみられるようになった.稲作プ技
術の地域差から農業地域の性格を明らかにするという方法の有効性の一端は，7](稲品種の特性から le
然条件のみならず人間社会をも含む環境を考察した千葉の研究によって証明されているめ.また嵐が
している「水自立地条何二の変化，生産資材，災害などの稲作を取り巻く栽培上の諸条利二とのかか
わりあいの中で，稲作技術の変遷の姿を把握することによって，自然ならびに経営立地の中での生態
的均衡系として稲作技術の進歩を明らかにする」という立場はり，稲作技術の空間的分布に主眼をお
く地理学的研究にも十分通ずるものであり，彼はさらに作季や品種，三イヒメイチュウの地域分化の問
題の検討によってり，この分野の研究の重要性を示唆している. 1962年に農林省統計調査部によって
作成された「水稲地帯別生産力図説Jは，稲作生産力に基づいて全国の稲作地帯の区分を試みたもの
で，本研究にとって特に重要な文献である 5)
以上のような立場から，筆者は東北地方の事例についてすでに発表し，単位記積当りのi収量と品種
そして冷害時の作況指数の分布について考察し，東北稲作のおおよその地域差を示したの.稲作技術
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の地域差をさらに明確にするために，この報告では北陸地方を取りあげ，稲作地域の区分を試みるこ
とにする.具体的には北陸四県の稲作技術普及の担当課や7入農業試験場， そして食糧事務所や統計
情報事務所，さらに北陸農業試験場と北陸農政局において聴取した各県-の稲作技術指導上の地成区分
と，区分されたそれぞれの地域の自然条件や稲作技術の特徴を基に，収集した資料や現地での観察を
参考にして，各県の稲作地域区分図を作成する.次いで，北陸地方の主要品種や10a当り収量，経営
規模などの分布図を作成し，さらに従来の研ヲモなどを参照しながら北陸地方全体の区分図を作成し，
さらに，区分図の検討によって，北陸地方の稲作の地域差と特徴を考察する.稲作の地域差の検討の
前に，まず，明治期以降の北陸地方における稲作の推移と，現在の稲作の地位の概H砲について述べる
ことにする.
E 北陸地方における稲作の変遷
II-1 明治期以降の稲作発展
北陸地方へ稲作が伝播したのは古く，福井県の西部で紀元前 200年頃，石川県南部で紀元前 100年
頃であり，その後 100年の間に新潟県北部まで広がつため.福井県から石川県にかけての地域で稲作
の伝播速度がにぶった 1つの原因は，西日本の古い稲が，寒冷な石川県以北では稔りにくかったため
と考えられているの.西南日本から北上した稲作が，今日の福井県から石川県のあたりに根を下し，
寒地型稲作に発展し，さらにここから北進を再開したと推定されている 10). この地域がその後江戸期
に至っても，寒地型稲作の発展の拠点となったことは，方1]賀滞における「が1:稼春秋Jをはじめ多くの
農蓄の存在からも理解できることである.江戸期を通じて，北陸地方，特に西部の稲作の技術水準は
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第 1図 北陸自県における水稲作付面積の推移
(農林統計研究会編 (1983):都道府県農業基
礎統計より作成〉
高かったといえる.
1980年
ここで，明治期以降の北陸地方における
稲作の推移を水稲の作付面積と，品種をI=j~r
心に概観してみよう. 1880年 (1刻、冶13)の
日本帝国年鑑によると，北陸地方の7K13面
積は 330.6千haで，全国の 12.7%を占めて
いた. 1883 (明治16)年から1887(明治20)
年までの 5年間の北陸地方の水稲作付面積
の平均は 325，506haであり，収穫量は 6，
887，534トソ (4，591，693石〉であった.こ
れらは全国のそれぞれ， 12.6%と13.7%に
相当した.この割合はその後今日に至るま
で大きく変化しなかった.
第 11惑は1883(明治16)年以降の北陸 12.9
県の水稲作付面積の推移を示したものであ
る.これによると， 1910 (明治43)年頃ま
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で新潟県は年ごとの変動は大きいが，全体として増加傾向にあったが，他の三県はほとんど停滞傾向
にあったことがわかる.その後， 1930年前後まで，各県の作付面積はゆるやかに増加した.そして19
32 (昭和7)年には北陸地方の水稲作{寸前積は 364，809haとなり，第二次世界大戦前のピークを記録
した. 1930年代からし iej'"れの県においても水稲作付面積が減少もしくは停滞したが， 1955年頃から再
び埼加に転じ， 1960:1=1三代後半にはピークに達した.なかでも新潟県における作付面積の増加は著しか
った. しかし， 1970年代に入って， ¥.， ¥ずれの県でも作付面積が急減し， 1980年には新潟県は明治初期
の水準にもどり，富山，石川 1，福井の各県は，明治初期の水準をはるかに下まわってしまった.
明治期以降の水稲作付面積の推移を全体的にみると，新潟県の場合には第二次世界大戦中の一時期
を除き， 1962年頃まで順調に伸びたのに対して，西部の三県の場合は停滞傾向が着しかった.前者は
東北地方と後者は近畿地方や仁|二!・四園地方などの西日本と共通する性格をもっているといえよう.
明治期以降，水稲単1交が著しく仲びたのは全国的な傾向であった.北陸四県の10a当り収量の推移
を示した第2図によってもこのことが盟解でき
る.
4つの県の水稲単収の推移にはそれぞれ特徴
がある.新潟県は1880年代には190kgの水準で，
全国平均に達せず，北陸地方でも最低であっ
た.その後， 1930年頃にようやく全国平均に達
し，さらに1940年以降，北陸四県中最高位を占
めるようになった.富山県は1880年代には 260
均の水準で北j窪田県のみならず全国でも最高水
準であったが， 1915年頃から1930年頃まで停滞
した.その間石川県や新潟県に追い越され，最
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る.石川県は1880i:j三代には，富山県よりも10a 
当り， 40kg程度低かったが， 1900年頃に富山県
の水準に達し， 1930年頃まで類似の経過をたど
った. 1930年頃から北陸四県1や最高位になり，
これは1940年に新潟県に抜かれるまで続いた.
現在は，新潟県に次ぐ地位を占めている.
福井県は1880年代には新潟県の水準よりもや
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第 2函 北睦四県における水稲単収の推移
(農林統計研究会編(1983):都道府県
農業基礎統計より作成〉
や高かったが，富山，石川両県と比べ低位であった.その後， 1890年代後半から1910年代前半にかけ
て急上昇し，以後，富山県とよく似た経過をたどって現在に至っている.
このように，それぞれの県によって，単収の上昇経過は異なるが，上昇，停滞のパター γ をみる
と，共通する部分が多い.南と石坂は1884(明治17)年から1956年までの北陸地方の水稲単l伐を， 7 
つの段階に分けて説明している 11) (第3図). ところで，全体の技術体系を構成する多くの部分技術
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第 3図 北陸地方における稲作発展のl時代区分
1) 南 侃・石坂昇助 (1958):北陸地方における明治以降の水稲反収
の推移について.北陸農業研究調査資料編， 2， 1_.，18. 
2) 関 E治・末次 勲(1958):北陸地方における水稲品程の変遷.
北陸農業研究調査資料編， 2， 19_.，58. 
3) 斎藤喜代治 (1976):北陸地域における産米改良の推移と問題点.
北陸農試金麗連絡室資料， 4， 76ページ
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の中で，水稲品種が北陸地方の稲作発展に果した役割は大きかった12) そこで， 7J(FfB単収の上昇過程
と対応させて，水稲品種の変遷過程をみてみよう.関と末次は明治末期から1955年までの北陸地方の
品種変遷を六期に分けて，その他の稲作技術や米穀市場における取引形態と関連させて説明した13).
さらに，斎藤は北陸地方における産米改良の過程を，品種の動向を主に，指導奨励関係，検査出荷体
制，そして法令などを合せて考察し，時代区分を行った14). 以上の研究による水稲単収の推移と品種
の変遷過程を整理したのが第3図であり，時代民分に多くの共通する部分があることがわかる.そこ
で，この報告ではそれら時代区分を，第2図を参照しつつ統合して，七期に分けて北陸稲作の明治期
以降の変遷を説明することにした(第3図). それぞれの時代の記述は， 上記の 3つの研究を主に参
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ヨ5にした.
第一期は1907(明、冶40)年以前で，この時期にはJごia収は上昇したが，年による変動が著しく不安定
であった. 1!~~I~霊的には幕藩時代の延長と三考えられ ， 各県の農事試験場や，各地の農談会や種子交換会
を通じて品種交流が行われた.そして，さまざまな品種が導入され，試作されたi時期であった.大場
や石白，早高度をはじめ多くの品騒が栽倍された
第二期は1907(明治40)年から1920(大正 9)年頃までの|時期で，単収は依然 i二昇しつつあり ，し
かも年による変動が少くなった.各県のf災事j試験場では，収集した多くの品種の比較試験を行い，優
良品種を選び，それによってこれまでの雑多な品種が統一されていった.大;場，石白，愛国などが代
表的品種であった.また，大正末期から銀坊主が普及し始めた.明治末期から改良苗代やJf条植が奨
励され，さらに牛馬紛が普及 していった.それまでの自給肥料中心の状況から，菜種粕や醤油粕，魚
粕魚肥な どの購入肥料が施J'FJされた 15) 大正;!{1:1になると，大豆粕，米糠，魚Jl巴が増大し，また場?frに
よって，治7Jくや土地改良事業の効果がみられた.
1920 (大正 9)年から1930(昭和 5)年までの第三期には， 71<.稲単収の年次変化が少くなったが， 上
昇傾向から停滞 ・低下傾向がみられるようになった.品種面では，在来品種の純系分離による大場，
銀坊主，愛国によって統一され，さらにこれまでの大豆粕や魚肥などの有機質購入肥料に加えて，過
燐酸石灰や硫安，塩化加盟などの施Jl己最が増加した.この時期の収量の低迷は全国的な傾向であり ，
これは一般に施肥量の増加があまりにも急速に進んだため，品種や栽培技術との関係がアンパランス
になったためであると説明されている16)
1930年(昭和 5)から1940年(昭和15)までの第四期には，再び単収は上昇し始めるが，年による
変動が著しく，不安定な状態であった.交雑育種による農林 1号が， 1931年〈昭和 6)から急速に仲
び，大正初期から普及した銀坊主と昭和初期からの銀坊主中生の 3品種を主幹とする北陸地方独特の
品種構成が生まれた.農林 l号は極早生でありながら，多l院で冷害に強く ，良質・ 良食味であった.
第二次世界大戦をはさむ第五期(1940年，._1953年〉は，資材不足，労働力不足で稲作は低迷した.
単収の上昇は停滞;し，不安定であった.農林 l号や銀坊主，銀坊主中生は減少傾向となり ，これに代
って晩生多収品種で小n巴向品種の栽培が拡大した.農林6号や新 1号，旭，農林21号などが進出し
た.米のt曽産が至上目標の時期であった.1946主|三に始まった早期供出奨励金制度を契機に，従来から
の北陸地方の早場地;問:としての性格が一層強まった.
第二次世界大戦の農地改革，土地改良事業の進展，資材不足の解消，農業技術の進歩・普及事業強
化などによって， 1950年代後半から水稲単収は急速に増大し，10 a当り収量は1955年に400kg，1960年
に430kg， 1968年頃には 500kg に達した 17) 第六期(1953年~1968年〉は水稲単収が， 急速に確実に
上昇した時期であった.水稲栽培技術の面では1950年前半に急速に普及した保温折衷商代が重要な役
割を果した. 1950年代からの多数の小もの品種の時代は，1960年代に入って越路早生やホウネン ワセ
といった多収・良質品種に統合されていった 18) 動力脱穀機についで動力籾摺機，さらに動力耕転機
や防除機などの小型機械が普及し，肥料や農薬が多投される ようになった.1960年代から，農家の兼
業化が進み，これが省力技術や機械化を一層促進した.
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1968年以降の第七期は米の過剰u寺代である. 1970年からの米の生産調整の実施によって， 良品質，
良食味の品種に転換がはかられ，そのため水稲単収は停滞傾向になった.コシヒカリ，越路早生とい
った栽培安定性に欠けるが，良質 ・良食味の品種が中心になるようになった. 1970年頃から田植機と
自!説型コンパイソが普及し始め，稲作機械化一貫体系が成立した.機械化適性の高L、品種の拡大もみ
られ，新潟県における近年の越路早生の後退とトドロキワセの拡大，定;山県の日本1青の定着，石川県
の加賀ひかり，福井県のフクヒカりやフクホナミの普及はその例である.
I-2 稲作の地位
ここで，北陸地方における水稲の生育環境と，農家や経営耕地，収穫量，労働力など，水稲生産に
関するいくつかの指標を取り 上げ，それらの特徴について述べておこう.
北陸地方は北東から南西の長さが約520km， I揺が約50kmの細長い弧状の地域である.地形的におお
まかにみると，南側の標高1，000r--3， OOOmの山地と，その前面の標高100，._500mmのj王殿や洪積台地，
そして沖積平野に分けることができる.沖積平野は，扇状地性平野と三角州性平野に大別でき，前者
は新潟県西部から富山・石川両県において，後者は新潟県中部と東部，および福井県において卓越す
る19)• 
北陸地方は水稲の生育初期は寒冷で，登熟期には高浪になるという気候条件をもっている.すなわ
ち， 生育初期は北日本型， 後期は西南暖地型の気候といえよう.4月になる と気温が急上昇し，大部
分の地域の平均気温が10，._120Cになり， 6月には200C前後となる.そして7月の平均気温は240C以上
になる.年平均気温は山間部を除けば12"'-'130Cになり，東北地方よりも 20C程度高く，東海地方や近
畿地方よりも 2，._3 oc低い.北陸地方は日本でも多雨地帯で年降水量が2，OOOmm以上Lこ達する.晩秋
から冬季にかけてと梅雨末期に特に雨が多い.冬季の降水は積雪という形でもたらされ，稲作の期間
や裏作物栽培に制約を与える反面，山間部から長期にわたって流れ出す多量の融雪水は，稲作に不可
欠な濯翫用水をもたらしている.秋季の降雨と寡照は，稲の乾燥の障害となってきた20入
ところで，北陸地方の稲作環境は季節的に寒地型から暖地型の気候に変ることは上に述べたとおり
であるが，地域的にも北陸地方は両者の漸移帯という性格をもっている.木根淵は「北陸地方の西部
は!環地型稲作であり，東部に移るに従って寒地型稲作になり ，南部は山地帯で稲作も寒地型になる
が，北部の日本海沿岸は暖地型である.Jと述べ21)，その特徴を説明している.また，一般的には北
陸地方西部が二毛作の北限とされるこ とからも， このj新移性がう かがわれる.
北陸地方の農業の特徴としてまずあげられることは，稲作への依存の程度が極めて高いことであ
る.1980年における農業粗生産額に占める米の割合は，北陸地方全体で 65.9%に達し，全国平均の
28.8%と比較するといかにその値が高いかわかる(第1表). また，稲作単一経営農家の書Jj合も多 く，
北陸地方の全農産販売農家の86.6%を占める. ことに富山県と石川県の比率は90%を越える.さら
に，北陸地方の経営耕地のほとんどが水田であることは，水田率が89%という高いイ症を占めることか
らも理解できる.以上述べた北陸地方の米粗生産額の割合，稲作単一経営農家率，水田率はし寸Jれも
全国最高である.
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第 1表北陸地方の稲作依存度 (1980年〉
稲営作農単家一率経 農額米業相割占生産 水積稲作付面 y収d<. 穫 稲量
10 a当り収
1年0(収1a9量8当l:-jり平) 水EI3 2:t~ (のdこ合(;1)る 8量0年(1976~ 
平均〉
% 
55.% 9 28.% 8 2ご.「Eha 46kg 0 47kg 1 全 j主| 46.7 ，560 11，771 
北陸地方 86. 6 89.0 65.9 307 1， 490 485 492 
場r1対 日誌 84.0 88.2 65.5 164 804 492 499 
;者iJI ~ft 91. 7 95.5 68. 2 62 295 479 483 
石 )1 県 84.2 82.1 56.6 42 195 469 485 
福井県 90.5 91. 2 74.6 41 196 482 487 
(世界農林業センサス，作物統計十こより作成〉
1976年から1980年までの北陸地方の水稲の作付面積の平均は30.7万haで，全国の12.0%を占めた.
そのうち，半分以上の作付面積が新潟県のものであった.同じ!時期における北陸地方の水稲の収穫量
は 149t万であり，これは全留の12.7%を占めた.水稲作付面積と収穫量からみて，北陸地方は東北
地方と関東地方，そして九州地方に次いでいる. さらに，北陸地方の先の 5年間の10a当り収量の平
均は 485kgで全国平均を25kgJ二回っている.北i珪地方のうちでは，新潟県が最も高く，富山県と石川
県の単収が低い.作物統計による1980年の平年収量も類似の傾向を示し，全国平均よりも20kg余り水
準が高い.単収高からみると二!と陸地方は東北地方に次ぐ地位にあるが，その差は30旬以上と大きい.
第 2表 北陸地方における経営耕地，労働力 3 機械装備(1981年)
平jち経 平均経 10 a当り 10 a当り 10 a当 平均家 100戸当り機械台数
営耕地 営水日3 り必要 族農業 重用封t~I slm$& I明|面積 面積 米生産費 米所得 1寺 i首 就業者 -トラ 田植機 コンパ乾燥機クター イン
a a 円 円
6時3.間3 
人 [コL， !=iコ〆 iに人l ぷ[コ一、
ノ1ベ二 霞i 133 81. 6 133，897 67，043 1.4 33.4 43.5 21. 3 37.4 
北陸地方 127 95. 7 139， 992 76，839 60.0 0.8 35.4 50. 1 41. 8 59.0 
新潟県 139 105. 1 136，110 78，673 58. 7 0.9 36.0 48.6 41. 8 64.2 
富山県 125 90.9 145， 520 70，057 56.3 0.4 43.2 58.7 51. 9 64.2 
石川県 109 84. 5 145，484 79，296 66.9 O. 8 26.8 43.8 32.7 47.0 
福井県 105 81. 8 142，804 75，792 61. 9 0.8 33. 1 50.9 38.9 49.7 
(各県の農林統計水産年報より作成〉
次に農家の経営規模をみると(第 2表)， 新潟県が全国平均よりもやや大きいが，他の 31県はL、ず
れも小さい.北陸地方ではよHlの面積が少いため， 1戸当りの水田面積はいず、れの県も全国平均を上回
る. 1農-家当りの水田経営規模では，北陸地方は北海道と東北地方に次ぐ地位を占めている.
1981年の農産物生産費調査報告によると，北陸地方の10a当り米の生産費は，全国平均よりわず、か
に高く，さらに東北地方や関東・東d-l地方よりも10%程度高い.費目別にみると，種苗費と農業薬剤
費，機械機具費が相対的に多く，これは後述する省力化農業の代償と三考えられる. さらに建物および
土地改良費が多いのは， 1960年代以降!習場整備事業が急速に進められたことや積雪地であることと関
係が深い均.水稲10a当りの粗収入は全国で最も高いが，所得は九州に次いで第2{立である.北陸地
方内では新潟!京ごと石川県の10a当り所得が高く，富山県と福井県のそれは低い.
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近年北陸地方の稲作労働時間は急速に減少してきた. 1969年には10a当り労働時間が 139.91時間で
あり，全国あるいは最大の米生産地である東北地方よ りも 7""'10fl寺間多かった23) しかし，北陸地方
の労働時間は1973年には94.6時間となり，東北地方よりも少くなり ，1978年には全国水準に達した.
1981年には全国平均よりも 31寺間余り少くなった.1969年以降の稲作労働時間の減少は全国的な傾向
であったが，北陸地方ではその速度が~守に速かった.これは m~場設備事業などによって土地基幣の整
備が進む ととも に，農薬や除草剤の多用そして動力団結機や炭用トラクタ ，ー I三jJl党型コンパインなど
の機械化の進展に よって笑現されたものであった.このこと は，主要機械の所有台数が多いこと によ
っても明らかである.全国の平均と比較すると ，北陸地方では特に|さIJJ)~~~ コンパイ ンと米安用乾燥機
の普及率が高く ，秋季の不順な天候を反映している.北陸四県の1=1=1では，富山県の機械化 ・省力化が
特に進んでいる.北陸地方はまた，家族農業就業者数が全国でも最低レベルにある.
冬季の農作業が図難な地域が多い北陸地方では，717くから農家の兼業が践んであった2.1) 1980年に
おける北陸地方の35万余りの農家のう ち81%が，第二種兼業農家であった (第 3表). ことに富山・
第3表 北陸地方の専兼業別農家数と農業依存度 (19800¥ド〉
専業農家 第一種兼業農家 第二種兼業農家
存農業度依J'Fl、公己‘ I胤P<ム 坊F手主、
数|百分率 数!百分率 数!百分率
農家所得農業所得
実 笑 ヲミ
F11% jコ % % 千円 千円 % 
全 !君 4，614，450 579， 9401 12. 6 829， 360 18.0 3，205，140 69. 5 4，515.2 952.2 21. 1 
北陸 地方 350，580 16， 120 4.6 50，260 14.3 284， 210 81. 1 4，703.9 788.5 16.8 
新潟県 164， 750 9， 490 5.8 37，000 22.5 118，260 71. 8 4，070.1 962. 9 23.7 
富 山県 70，820 2， 120 3.0 4，720 6. 7 63， 970 90. 3 5，332.3 653.2 12.2 
石 川 県 61，300 2， 710 4.4 5，090 8.3 53，500 87.3 5，019.0 619.0 12.3 
福井県 53， 720 1，800 3.4 3， 450 6. 4 48，480 90. 2 5，473.8 620.1 11. 3 
(世界農林業センサスと生産農業所得統計ーより作成〉
石JI'福井の三県の第二種兼業農家率は， 90%近くにも達した.当然のことながら，農家の農業への
依存の程度は低く ，農家収入に占める農業収入の割合は，北陸地方全体で) 16.8%にすぎなかった.
これは，近畿地方や東海地方などに次いで低¥..、値である
以上のように，北陸地方の稲作は，農業経営の中では樋めて重要な地位を占めており ， 技術的に
も，装備のimからも，東北地方と並んで白木の代表的な米の生産地といえよ う. しかし，稲作農家の
大部分は第二種兼業農家であ り，農業従事者も少い.北陸地方の稲作は，農外所得が80----90%にも達
する農家によっ て支えられている.次に各県の稲作の地域差をみてみよう .
il 北陸四県における稲作の地域差
ill-1 新潟県の場合
1981年における新潟県の水稲作付面積は146，500haで， 706，100 tの収穫量があった.これは，それ
ぞれ北陸地方全体の53.3%と53.4%を占めた. 10 a当り平均収量.も北陸四県では最高の 503kgであっ
Tこ.
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第 4表 北{境地方における水稲品種の作付状況 (1981年〉
( )は%， ha 
北I~主地方 新潟県 宮 rl県 石川県|福井県
コシヒカリ(中生〉 97， 781 51， 766 112，7. 44 100 ，663 (:36.7) (36.2) (44 (32.9) (30.5) 
j@g ~存 j手生(早生〕 38， 159 20，158 9， 7，128 1，180 (14.3) (14.1) (18引 (20. 1) (3.4) 
21，387 21，251 106 30 トドロキワセ (lfL/:1ミ〉 (8.0) (14.9) (0. 2) (0. 1) (-) 
18，930 183 ，930 新潟 1手生(早生〉 (7. 1) (13.2) (-) (-) (一〉
1青(Il免生〉 14， 707 ?~ 3791 12 7，325 1: 本 (5.5) (一) (13. 9) (0) (21. 5) 
12，390 128 ，058 318 14 アキヒカリ(早生〉 (4.6) (8.4) (0.6) (0) (一〉
7，2O. 22 7，022 加賀ヒカリ Ur-IJ:J (2. 6) (一〉 (一〉 (19.7) (一〉
6，479 1，360 1，362 3， 728 29 ホウネンワセ〈与!日ミ〉 (2. 4) (1. 0) (2. 6) (10.5) (0. 1) 
五百万石(早生) 5， 505 866 1， 329 977 2， 333 (2. 1) (0.6) (2.5)1 (2. 7) (6. 7) 
こしにしき(早生) 4，949 5 4，944 (1. 9) (一) (一〉 (0) (14.1) 
3，119 127 2，992 フクヒプJ リ(早生〉 (1. 2) (一) (-) (0. 4) (8.5) 
2，856 85 7 はつかおり(早生〉 (1. 1) (0) (5.2) (0) 〈一)
2，596 2，596 フクホナミ(中生〉 (1. 0) (ー〉 (-) (-) (7.4) 
15，723 8， 499 2，408 2(8，7. 78 1，838 そ 。コ イ也 (5.9) M44 4) (5.2) ') る ち 合 251，603 134，9731 33， 772 33，900 (94.4) (94.5) (94.8) (96.8) 
も ち
?
??
? ?? 。???????? 7，9231 3，8981 1，8731 1，111 
(5.5)1 (7.4)1 (5.2)1 (3.2) 
(各県の食料事務所資料により作成〉
新潟県ーにおける主要品種は，コシヒカりとトドロキワセ，越路平生，新潟早生，アキヒカリであり，
1981年にはこの 5品種で全水稲作付面積の 86.7%を占めた(第 4表).熟期}JIJにみると，平生種が
58.5%， 1二jコ生種が41.0%を占め， I!免 ~jミ種のイïr:付率は0.5%にすぎない.稲作の地域差を検討オる際に，
それぞれの品種の特性が重要な手がかりとなるため，その概要を述べることにする.
周知の通り，コシヒカりは品質・食l沫・穂発芽難・高温登熱力が優れており， 1975年以降北陸地方
で急速に作付面積が増加した. 日本全体でも， 1979年には日本靖を抜いて作付面積の首位になった.
少R日稲作地での中生多収良質品種として高く評価されているが，倒伏しやすくいもち病に弱い25). 肥
沃な平坦地よりもむしろ地力の低い山間地の方が栽培が容易である. トドロキワセは登熟が良好で，
Iut伏1flj性に優れ，機械化栽培にも適している.早生種の中では熟期がおそいが，収量の安定した多l収
品種で，冷害ゃいもち病にも比較的強い26). 肥沃な平坦地での多杷栽培に適する.食味・品種はやや
劣る.新潟早生は強Ffj1 ・ ïfût)je.l性の品種であり，いもち病にも強い.肥沃な平坦j也での多 Jj~ 栽培に i菌
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し，新潟県の平均ではコシヒカ りより も10a当り 135kg収量が多い.品質 ・食味と もトドロキワ セよ
り優れているため，1980年以降作付面積が急増している.越路早~.Iミはコシヒカリとともに良質 ・良食
味の極早生種であるが，倒伏しやすいこと，いもち病に強い欠点がある.収童相ミやIfIHJ]巴性はコシヒカ
リより優れているが，新潟早生やトドロキワセより劣る.栽培適地は， トドロキワセや新潟早~I~に 9J~Î
似している.アキヒカリは青森県農業試験場藤坂分場で育成された耐冷性品和で，絡めて多i阪で栽j討
しやすいが，食i味・ 品質とも上記の 4品種よりも劣る.
次に， 県の稲作技術普及指導上の地帯区分を尊重し これま で述べた水稲品積や収量水準，そして水
稲の生育環境を参考に，経営規模や兼業の状況も考慮しながら新潟県における稲作地域を区分してい
くことにする.なお，土壌や地形条何二については，その都度注記しなかったが，農林省統計調査部の
編集による 「水稲地帯別生産力図説」から引用した部分が多い27) 地域区分の手)1肢は他の三県の場合
も同様である.
??
?
田平坦地
-山間丘陵地
盤山間高冷地
03Okm 
第 4図新潟県の稲作地域
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新潟県の稲作地域は，北部と仁j二i 古I~ と西部，そして佐渡に大きく分けることができ，さらに各地域を
平坦地と .lJI'MJ地に二分することができる.また，標高400m以上の水臼が分布する地域をL1JI出高冷地
とする(第 41~). それぞれの地域の特徴は以下のとおりである.
北部平坦 三面川，荒川， J3台内J1 i，加治川，阿賀野)1などの扇状地堆積物から成る平野である.
土は石英jI少による砂質浅耕三!こJ裂が多い28) 1950年代仁h頃まで新潟県でも低収量地域であったが，そ
の後の農業技術，特に施!I巴技術の進歩，育苗投手l¥iの発達，基盤整備が進んだこと， 1975年以降アキヒ
カリがj曽えたことなどによって，収量水準は上昇した. 10 a当り収量は520'"'-'560kgと高い.主要水稲
J品i
一1種重兼業j波2史i是A易語家之は他地j域或よりもカか=なり多く，第二種兼業農家率は50_._"60 %と相対的に低くなる.
北部山間 第三紀)習の丘陵地帯と洪積台地および三面)11，荒川， !l古内川1，加治川，阿賀野川上流
の沖積地から成る地域である. 腐植を多く含む砂壌土や埴壌土が多い. 大部分は棚田で， 耕土が浅
く， 7K iID~ ・気 11立ともに低い地域である. I安田のダシの風J とよばれるように， ) 1ぞいにふき下す風
によって， を受ける.そのため防風林や防風ネットがFJし¥られている.稲架や婦人の作業着など
にみられるように，山形県庄内地方の影響が強い. 10 a当り収量は， 440~470kgで低い.水稲作付面
積のうち約半分がコシヒカりであり， トドロキワセがそれに次ぐ.山間部では栄養生長期間が相対的
にぜjく，肥沃な場所も少ないので，コシヒカリの栽培に良い.新潟県で最もおいしい米は，岩船郡や
魚沼地方などの山1'品部で生産される 29) 水稲栽培面積はO.9'--'l. 2haである.第一種兼業農家が20%前
後で，他地域よりも第二穏兼業農家率が低い.
中部平坦 阿3翌日lf)1と信濃)11の二大河川が東部の山地から運んだ土砂を堆積してでできた沖積平
日!?であり，仁!こl央部の広い低湿な部分と，三条から長i河にかけての比較的高燥な部分に分けられ，後者
は仁(コi撞平野ともいわれる.一般に耕ことが深く，地質土で，地力が高い.湿田あるいは半湿田が多い.
1950年代まで水郷景観がみられたが，その後排水事業が進み新潟県でも最も高収量の地域になった.
10 a当り収量は530'"'-'560kgで， 7K稲経営規模も1.5~ 2 haと大きい.農業収入が多いため，第二種兼
業農家率が40%程度と低く，反面，第一種兼業農家率が相対的に高い.仁|コ生のコシヒカリと早生の新
そして極早生のアキヒプJリを組み合せている.
中部山間 忠仁!こi央部の第三紀の東山丘陵と魚沼丘陵，および信濃JIと魚野)11流域の標高 500m
I悼の水i型地lWである.洪積黒ボク土が多く， dJ間平地と棚田からなり，半湿田と湿田が多い.信濃
)1・;魚野)1ぞいには砂質浅耕の漏水田もみられる 30) 北陸地方でも最も積雪の多い地域で，消雪期が
おそく，稲作作業に影響をおよぼすことが多い. 1981年の小出町掃の田植最盛期は 5月29日で，新潟や
長岡よりも20日程おそかった. 10 a 当り収量は低く 400~450kgである.コシヒカリの作付率が50'"'-'
70%に達し，これに次いでトドロキワセが多い.水稲経営面積はO.6'"'-'0. 8haと狭く， 日雇や{宝常的通
勤などの兼業が多い.
西部平坦 柏崎平野と高田 糸魚川周辺の小平日1}を含む地域である. i:(ll時平野は鯖石)11と鵜
)1による三角州から構成されており地ことが多い.高田平野は関川とその支流によって形成された沖積
平野で，代表的な埴質土地帯である.それぞれの平野によって稲作の性格がやや異なるが，共通点は
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単)1交が伸びないことで， 10 a当り収量は470，.500kgである. 7K稲経営規模も時と糸魚川で0.6，._0.7
ha，高田平野で 1ha前後と小さい.柏崎平野では越路早生の作付・率が極めて高く， 60""""70%に速して
いる.この平野の地力が低く倒伏がおこらないこと，いもち病が少いこと，通勤兼業が多く早植え地
帯であることがその理由とされている.高田平野ではコシヒカリが作付の仁!二1，心で，これに次いでトド
ロキワセと越路早生が重要である.糸魚J1 J苛辺の品種構成も高!万平野と類似している.
西部山関 東頚城丘陵から刈羽丘陵，西!領域丘陵における標高500m末渦の水田地帯である.
三紀の堆積土で，棚田が多い.湧7Kや天水を)qj水源とする水13が多く，しばしば水不足になやまされ
る.冷水や日かげ地が多いこと，積雪が多く稲作期間がIlHられることから 31)，)技量は低し 400，.450
kgである. コシヒカリとトドロキワセが仁|コ心で，最近では新潟早生の作付が増加している.
山間高;令 標高500~700m までの水田は津南町や湯沢IIlJ ，松之山UlJ，妙高高原町，能Ij::_lllJ などの
山間部に点在しており，その面積は約 4， 000ha といわれている.第 41~1ではこのような水田が分布す
る潜在性のある地域を一括して山間高冷として示したため，現実には水田が分布しない地域がはるか
に広い面積を占める.冷水がかりの棚田の湿田が多く，積雪のためI植Il寺期が不安定である.
早害の他，いもち病が多発する.労働力は量質ともに劣る.経営規模もO.4--./0. 5haと零細である.水
稲品種はトドロキワセのほか雑多な早生種が多い.南魚沼地方などスキー民宿を兼業する農家では，
宿泊客用にコシヒカりを栽堵する場合が多い.
佐渡平f.e.山間 稲作技術指導の苗では佐渡を一括して取り扱うことが多いが32)，i主]1=斗三野を l二十i
心にした平坦地と ぞいの丘i壌の棚田では稲作環境がやや違っている.平坦j也は一般に塙質土が多
く，地力が高い.収量も500""""520kgに達する.コシヒプJりとトドロキワセ，越路早生が主要品種であ
る. しかし，用水源が乏しく， しばしば早害をうける. 水稲栽培面積も 1，...，1. 2haと比較的大きい.
他方， LlJ摺の棚田は土地条件が悪く，溜池や小河川を用水源とするため皐害をうけやすく，さらに
潮風害も多い.収量は不安定で， 380""""450kgと低い.品種構成は平坦地と大差がない.佐渡では麗m
機会が限られているため専業農家率や第一種兼業農家率が，他地域よりもやや高い.
臨 2 富山県Aの;場合
富山県は北陸地方の中でも特に米に依存の程度の高い県である.それは，稲作単一経営農家の全農
家に占める割合や水田率が，それぞれ91.7%と95.5%という高い値であることからも浬解できる. 19 
81年の水稲作付面積は54，300ha，収穫量は26，800tで，それぞれ北陸地方全体の19.8%と， 20.3%を
占めた. 1976年から1981年までの10a当り平均収量は 479kgで，石川県よりも多かった.
富山県の主要水稲品種は，コシヒカりと越路早生， 日本晴であり， 19811=1三にはそれぞれ全水稲作付
面積の4.7%と18.3%，そして13.9%を占めた 1中生のコシヒカリと，早生の越路早生， I悦生の日本
晴といったいずれも良質・良食味の品種を，熟期の違いを三考慮して，バランス良く組み合せている.
主要3品種に続くものとしては，はつかおり，ホウネンワセ，五百万石がある. 日本!清は，耐)]包性が
あり，標準反収は540""""550kgと多収で，年による収量の違いが少い.品質は越路早生なみであるが，
食味はやや劣る.一般に栽培しやすい品種とされ，肥沃な平坦地に適する.早生態のはつかおりは，
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その多JI文相:とj主的安定性が特徴である. コシヒカリより一割程!又収誌が多く， IIM Jl~'t1が高い.米貿食
j床ともホウネンワセ並か，やや劣る:うり.五百万石は酒米としてn礼、られる.一般米並みに多収で，心
i主lがi珂i肢にlJて，品lel・がそろい，っくりやすい.栽地j岳地は，夏期の支格差が大きい，土壌が比較
的重粘土leJの場所である.
富山県の稲作地i或として，大きく平出J:11lとL1J1M] .丘陵地と山|初出i冷地を設定した. さらに，王子j立地
を束から新川!東部王子新)1 [出1)平 I者dJ平j旦，射71<.・ 7Jく克平土[]， ~話回j ・ 1砺波平坦に分け，
丘陵地を新)1 LI'Mjと婦1*・1VJ波山1M]，そして氷見に細分した(第5図). 以下， それぞれの地域
の特徴について述べよう.
新)1東部平坦 先日1$)1扇状地を，*，心とする地域
で，浅耕の砂壌土を主とする乾!王!ががっている，か
つては老朽化水田が多く，冷水害をうけ，秋落現象が
しく，富山県でも低l校長の地域であったが3>1)， 1951 
年からの流水客土事業と1960年代!十l頃からのi詰j場整備
事業の実施や施}j~技術の発注によって，
増加した. 10 a 当り収量が520~560kg と県下で最も
い. 良i質4主良食i味床のJ品;
ヒカリと越路早生の栽j哨1有51荷1玄詰Z百i積を合せると，全水稲作付
面積の90%を越える.水稲経営規模はo.9~1. 2haと比
較的大きいが， 1960年代後半から急速に兼業化が進んだ35)
に1平坦地
~山間・丘陵地
震翠山間高冷地
第 5図 富山県の稲作地j或
新JI西部平担 片良川と早FJ)1， J二T/lJ 1などの傾斜の急な扇状地から成る地域で，浅耕の砂壌土
の幹回が多い.この地域でも流水客土が行われ， I霞i場整備が1970年代から実施された. 10 a当り収量
は460r-'490kgであり，経営焼模はO.8r-' 1.Ohaである.品種はコシヒカリと越路平生がr=jコ心で，両者で
総作付面積の80%以上を占める.西の方へ|向かうにつれ，越路早生に代って， 日本晴の作付が多くな
る.この地域でも通勤兼業が発達しており，第二種兼業農家率が80'"'-'90%を占める.
富山平坦 常願寺 )I[ と神通川の扇状地で，砂 i裳土の乾 i百が大部分を占める.元々ヲ冷水{í'少質 i~詰水
13や砂質湧水田などが多くみられたが，概して新)I[地域の砂土より程度が良く，肥沃であった36) む
しろ，近年の境整備事業で排水不良になった地区も存在し， 1j又量が伸びなやんでいる.神通川の流
j或では， 7月末から 8月初jめの登熟期にフェーンの被害を受けやすく，また 近郊では都市化に
よって耕地のかい廃が著しく，耕地条件も悪化している.作付-品種はコシヒカりと越路早生，そして
日本晴が仁1=')心である. 10 a当り収量U:450r-.>480kgであり，水稲経営規模は，市街地周辺を除くと， 1 
r-.> 1. 2haと比較的大きい.
射水・氷見平坦 日本海ぞいの様l寓 4r--./5mの沖積低湿地である. 放生津潟や十二日IJ潟周辺に
は，かつては水郷景観がみられたが， 1960年代中頃からのi花田化事業と，それ以後のItl場整備事業に
よって，様相は大きく変り， 1970年頃まで1究室は急速にイ中びた:n) しかし，その後やや停滞傾向がみ
られ，最近の平均収量;は10a 当り 480'---'500 l<g である.一般に岐土または埴壌土が多く }j~ 沃であるた
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め，施肥量は少い38). 新)I[東部の肥料主義に対して，地力主義の地域といえよう.主要水稲品種はコ
シヒカワと臼本晴で，はつかおりがそれに次いでいる.経営規模は0.8，...，1.Ohaである.富山新港の開
港によって，周辺に工場が多く立地したこともあって，兼業農家率が極めて高い.
高間・砺波平坦 庄)I[の扇状地を中心としており，一般に砂壌土もしくは壌土の乾田が多い. 19 
60年代からの閤場整備事業で農作業の機械化・省力化が進んだが，切土，盛土による|五面の不均一や
透水性の悪化が生じた場所もあり，収量の増加は停滞傾向にある.それでも10a当り収量は480""""500
kgと，射水・氷見平坦と同じ水準を保っている. コシヒカリを仁|コ心に日本[]青や越路早生が栽j:古されて
いるが，特徴的なのは，酒米の五百万石が多く栽培されていることである.これは， 1ヨ較差が相対的
に大きいという内陸的性格を反映している.この地j或は，江戸期には加賀1fをの穀倉地帯であったた
め，稲作技術水準が高かった.現在でも，農業機械の導入，チューリップなどと稲作の複合経営の試
み，そして積作生産組織の活動などにみられるように，県内稲作の指導的立場にある.7K稲経営規模
は 1，...，1.2haと比較的大きい.
新)1山間 標高が100'"'-'300mの隆起扇状地や河岸段丘の埴壌土・埴士会の水田が多い.黒ボク
や黄色土壌が主にみられ，透水性の悪い水田が多い.また，傾斜があり作業能率が悪く， Ii庄I!討さがくず
れやすいことや， 日陰が多いこと，湧水利用のため用水不足に陥ることが多く，収量は平坦地よりや
や低くなる. 10 a当り収量は450，_470kgほどである.品種はコシヒカリと越路早生が多い.経営規模
は0.8，...，1.Ohaで小さい.
婦中・砺波山間 標高100~400mの 111間丘陵地である.土壌は新川 ILI間と である.谷津田が
多く，日照時間が少し降雪量は多い.天水に依存する水田が 4割近くも占める. 10 a当り l収量は
440'"'-'450kgと低い.品種は，越路早生とコシヒカリが中心であるが，ホウネンワセもかなり多い.経
営規模は小さく，兼業農家率も極めて高い.
氷見山間 宝達丘陵の西斜面を流れ下る中小河川ぞい，あるいは地すべり地特右の馬蹄形の緩傾
斜地に水田が分布している.標高は100，_300mである.第三紀j曹の埴土・埴土が大半を占め，湿田
や半湿田が多い. 10 a当り収量は450，_460kgと低い.コシヒカリと越路早生の他にホウネンワセの作
付が多い.水稲経営規模はO.4'"'"'0. 6haと小さく，古くからワラ加工，製炭，小間物行商など副業が多
かった. 1960年の高度経済成長期以降，マイクロパスを利用した土木日濯が盛んになった.
山間高;令 利賀・平・上平の五笛三村，八尾町や細入村の山間部などの飛騨高原に近い地域で，
水田は標高400~700mの段丘上に散在している.県東部には水田はほとんど分布しない.一般に気温
や水温は低く，積雪期間が長い.壌土や埴土の水田が大半である.いもち病が多発し，さらにしばし
ば冷害をうける. 10 a 当り収量は370~400kg と低く，経営規模も 0.3，..._.0.4ha と零細で，兼業農家率が
;極めて高い.高度経済成長期には出稼兼業が卓越したが，現在は恒常的勤務が多い.はなひかりやト
ヨニシキ，フジミノリといった東北系の耐冷品種の作付が多い.
思-3 石川県の場合
石川県の1981年の水稲作付面積は 37，300haであり，収穫量は 178，300tであった.それぞれ北陸地
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方全体の13.6%と13.5%を占めた・ 19761手から1981年までの5年!羽における 10a当り収量は469kgで，
北陸四県の中では最低であった.この県では畑作の比重が北陸地方で最もi蒔く， 1980年における全農
業組生産額に占める米の書Ij合は56.6%にすぎなかった.水田率も82.1%と冨吉山県よりも 10%以上低
し、.
石川県で栽培される主要7](稲品麓は， 1981年の場合，コシヒカりと越路与主主主，加賀ひかり，ホウネ
ンワセの4種で，これらの作付面積は，壬き作付面積の83.1%に達した.石JI I!黒は， tiくから早場米生
産地として知られており，ことに1970年千叱前半には早生種の作付比率は90ラ6え丘くまでj丞していた39).
その後， しだいにコシヒカリを仁|コ心としたこ中生種が増加した. しかし， 1981主平においても，早生積が
全体の59.5%，仁IJ生種が40.5%，I挽生種0%という40¥早生種偏重傾向が来売し、ている.適期作業の実
施や施設と機械の効率的利用，気象災害時の危険分散などのため，早・中. ij免生種の作付配分を考慮、
し，作期|隔を拡大することが，現在の石j川県稲作の課題となっているH)
上記の主要4品種のうち，加賀ひかりとホウネンワセの作付率は特に石J1 L14黒において高い.加賀ひ
かりは越路早生よりも成熟期が3日ほど早い，長梓で穂重型の早生種である_ 10 a当りの標準収量が
600"""'650kgと極めて多収であり，機械移布直に適し，栽培もしやすいが，食材ミが並で品質も劣る.また
穂いもち病に弱い.肥沃な平坦地帯の乾田から半湿田が適地である.ホウオ三ンワセはコシヒカリや越
路早生の姉妹品種であり， 1962年から1966年まで日本の品種別作付面積の主主イ立を占めた. 穂数型でや
や短稗の早生種である.耐肥性もかなりあり，いも
ち病に強く安定した収量を得やすい.無期tで栽培し
やすい品種といえよう.食I床・品質とも力口賀ひかり
よりやや劣り，さらに苗質がやや軟く機械植に適さ
ない42)，土壌条件の良い乾田の平坦地域カミら山間地
域まで栽培される.さらに，コシヒカリのもう 1つ
の姉妹品種のハツニシキは，石川県におし、て第5位
の作付面積をもっ，この品務は早生種で食味はホウ
ネソワセよりやや優れており，いもち病bこも強い.
しかし，倒状しやすく，品質や収量の年Lこよる変動
が著しい， ，lJl1jの半湿田に適する品種で法〉る.
石川県の稲作地域は，まず，宝遠山の西で南部の
加賀と北部の能登に大別され，さら~こ南音jSは JJIJ賀南
部平坦と加賀北部平:I:.e.，そして加賀山間， さらに山
I}:¥]高冷地に分けられ，北部は能登南部平記ヨと能登南
部山間，能登北部平坦，そして能登北部IJJ間に分け
ることができる(第6図).次に，それぞれの地域
の特徴を述べよう.
加賀南部平坦 大型寺)'Iと動橋川そして梯)'Iの
田平坦地
-山間丘陵地
盤山間高冷地
03Okm 
第 6図 fiJII県の稲作地域
250 人文地 Hn学研究刊[
沖積地からなる小松平野を仁1]心とした地域で，壌土やJ:uli:l裳ニヒのylfJlElが多い.根ぐされの常発地であ
り， さらに夏季における気j混話昆-の日i較|佼安差が少いため， J収l民史量が仲びなやんでいる，1仁口:刊1
量は4幻70~500l勾f屯gで，加賀北部平坦に次ぐ高い水準である. 7](稲品種はコシヒカリが最も多く35r-./40%，
加賀ひかりが30%前後，それにホウネンワセが16，-..，17%の割合であ'e¥， '¥ている.水稲の経営規模は，
1--，'1. 2 haと大きい. しかし，小松市や加賀市における機織業や機械工業，さらに伝統的な窯業などへ
の就業機会も多く，第二種兼業農家率は80"'-'90%と
。加賀北部平坦 この地域は手取川扇状地を仁!ごI心とする砂嬢土ないし j~~1土の i;i七日刊也であり，
河北潟周辺には埴壌土の湿田がみられる.手取)1扇状地ではう全国に先がけて1888(明治21)年に水
田の基盤整備事業が始まり， 1914 (大正3)年には扇状地の半分の耕地整理が終了していた小1) し
かし，近年の機械化農業にとってi習場は狭小でしかも農道も不備なため，現在両区間整盟が進行1=わで
ある.石川県で最も生産力が高い地域で， 10 a当り収量は520'"'-'550kgに達する. jÎ少質浅~m・二i二であるた
め，元来地力が低く，比較的多肥地である. 1975年頃まで早生種の作付が主体であったが， Jl汁仁コ
シヒカリが中心的品種となってきた.手取川扇状地の大部分では，コシヒカリが40%，力Il:賀ひかり
30%程度の品種構成であるが，北部の河北潟周辺では湿EBや半治!日に適する越路早生が60%近くも占
める. 手取川扇状地の扇]頁部や扇央部では， 酒米の五百万石のヂ1'1寸も多い. 水稲経営規模は 1r-./1.3 
haと大きく，第二種兼業農家率は70%前後で石川県で最も低い.
加賀山間 両白山地ぞいの西から北西に続く丘陵や台地の問に標高100~300mの水田が点在す
る.棚田が多く，土性は埴壌土が卓越する湿田である.谷間の(，:B7.kを利用することが多いため，冷水
でかつ水量も不安定である.いもち病抵抗牲のあるホウネンワセを主体にし，コシヒカりを副次的に
作付している.収量は420---450kgとイ尽く，兼業農家率も極めてiもい、地域である. 7Kl市WF付面積は 0.5
'"'-'0.6haの農家が多く，県下でも最低の経営規模である
山間高冷 ここは手取)11や新;川，大聖寺JI最上流の標高350m以上の棚1地域である. dJ間冷水
がかりの水出がほとんどである.根雪期間は90日以上で，融雪期がおそく，稲作期間が制限される.
少肥密植栽培がここでは奨励されている. 10 a当り収量は350---40kgで，民の最低水準となってい
る. 7](稲経営規模も 0.5ha前後と小さい.耐冷性にすぐれたフクヒカリの作付が多い.
能登南部平坦 この地域は，能登半島南部の羽1/1':市から七尾市にかけてのいわゆる邑知潟地溝;1日:
と志賀町周辺の水田地帯である.土性は埴土や埴壌土が多く，湿田や半沼田がほとんどである.稲の
初期生育はおくれ，根ぐされをおこしやすい. 10 a 当り収量は450------500kg で，か惇~'南部平 J:gよりやや
低い.ここでもコシヒカリの作付比率が最も高いが，湿|茸にも:iiliiーした越路早生の割合がこれに次いで
いる.水稲経営規模は0.6，.，0.7haと小さく，兼業化が進んでいる.家内工業!約機業が多い.
能登南部山間 この地域の水田は宝達丘妓に点在する標高100'-""'300mのもので，第三紀層の埴土
や埴壌ゴニが多い.大部分が湿田もしくは半混在iである.溜池もしくは谷間の出水を用水源としている
ため，用水量が不安定で，早害をうけやすい.いもち病の被害も多い.気候は比較的温暖で，
も少く， 10 a当り収量は450，.，480kgで， iJJ間部としては比較的高水準である. コシヒカリや越路早生
が作付品種の主体をなすが，いもち病抵抗性のあるハツニシキやホウネンワセの作付率が相対的に
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い.水稲経営規模は0.5~0.7haと小さく， 日雇兼業が多い地域である
能登北部平坦 ここでは，第三紀)習の降起準平原状のゆるやかな!日壊に樹校状に発達した平野
や，海岸の小さな干潟に，7](回が分布する.海洋性気候のため比較的温暖・多湿で， EJi絞差や年較差
は小さい.積雪量も少い・こと性は埴二!こまたは埴i安土で，湿|五が多く，地すべり i五もみられる.この地
域は能登半島南部平坦と基本的に類以しており， しばしば「南部の平野を狭くしたJ地域と表現され
る. FI=J水源として湧水や溜池が利用されているが，用水量;は不安定で，しばしば早越の被害をうけ
る. 10 a当り収量は400r--/430kgと低く ，jJ[]賀山間と|可じ水準である.ここでもコシヒカリの作付面積
も多いが，そのヂF付率は25~30%であり，越路早生やホウネン早生の作付が他地域と比較すると
多い.ハツニシキが比較的広く栽培されており，稲作期胞を通じてこの地域が加賀の平坦地よりも 1
OCほど気温が低く，初期生育が遅れることを反映している. 7]¥稲経営規模は0.5，.._，0.6haと小さく，古
くから杜氏や大工，船員などの出稼が多かった45) 今日では出稼者の数も滅り，袋家の主要な兼業
は，土木日程と'1宣常的勤務となっているが，それでも出稼兼業農家率は10%前後で，他地域よりもは
るかに
能登北部山間 標高が200m内外の起伏の多い第三紀の丘陵地帯で，埴壌土の湿田が卓越する.
「千枚田Jと表現されるように， 1面場区画が極めて狭い棚田が多い. 10 a当り収量は平坦部よりもさ
らに少く， 390，_ 40OJ.cgである.品種は越路早生を中心としており，コシヒカリがこれに続く.ハツニ
シキの作付率は周辺の平坦地よりもさらに高く，全体の15%近くに達する.水稲経営面積は 0.5ha程
度あるいはそれ以下である.第二種兼業農家は90%以上を占め，出稼兼業農家率が20%程で!黒で最も
回-4 稲井県のj易合
福井県の1981年の水稲作付面積は36，300ha，収穫量は170，600tで，それぞれ北陸地方全体の13.2%
と12.8%を占め，四!艮の中では最も比率が低かった.近年福井県の単収は増加しており， 1976年から
1980年までの 5年間の10a当り収量は 482kgで，新潟県に次ぐイ|査を示した.この県の全農業粗生産額
に占める米の比率は，全国第 l位である 46)
主要水稲i!品種は，コシヒカリと日本1青，こしにしき，アクヒカリ，フクホナミ，五百万石であり 9
1981年にはこの 6品運で全水稲作付面積の88.9%を占めた.熟期別にみると，早生が33.0%，中生が
41. 0%， t悦生が 26.0%を占め，北陸地方の中では早生種の割合が最も少く， f混生謹の剖合が最も多
い.上記 6品種のうち，こしにしきとブクヒカリ，それにフグホナミの分布は，北陸地方でもほ
井県にIJえられるので，これらの特性について概要を述べようー
まず，こしにしきは極早生で 8月下旬に大阪市場に出荷できること，外観品質が非常に優れ検査等
級が良いこと，機械適性が、ことなどが利点である 47) 反i乱耐倒{犬性やi酎病牲が十分でなく，品
質が良い制には食l床が劣る. 10 a当り標準収量&i500""'-"520kgで，コシヒカりをやや上まるが，年によ
ってあるいは場所によって変動が大きい.平js肥沃j誌に適する. ブクヒカリは比較的強不幸で， ~服倒伏
性はこしにしきに勝る.やや!J史白が目立ち尽l質もやや落ちるが，食味はコシヒカりに次いで良い.1禁
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準収量は10a当り530'"'-"540kgと多く，安定している.比較的いもち病抵抗性もあり，エi乙js.地から山!?主
地まで適地が広い.中生のブクホナミは，コシヒカリのいもち病抵抗性の向!二と強稗化のために育成
された品種で，出穂・成熟期はコシヒカリより 3----4日おそい. 10 a当り収量が530kgと多収で安定
し，食l床もコシヒカザにR1適するが，品質はコシヒカリよりもやや劣る.
福井県の稲作地域を区分すると，まず，敦賀市の東の木ノ芽111~~で，県j或を東の嶺北と西の嶺南に二
分することができる. さらに，嶺北を嶺北平坦と呉越盆地，嶺北11'/北そして山間高冷に分け，さら
に嶺北平坦を，北から坂井平坦と高志平
??
???
?????? ?
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第 7函 福井県の稲作地域
そして南越平坦に区分した.また，
南越は南j凶平坦と南越山間に分けること
にする(第7[罰).
坂井平坦 広義の福井平目lfは， )1.頭
.日野・足羽の三大河川と多くの中小
河川による扇状地および三角州によって
構成されている.一般に九頭龍JI[以北を
坂井平野，福井市付近を狭義の福井平
野，そして文珠山の狭|監部以南を武生盆
地とよんでいる48) 坂井平坦の北部には
標高30----40mの洪積台地があり，それを
浸食する小河川の流域に排水不良の耕土
が深い湿田があるが，大部分の水田は九
1の三角州である坂井平野にあり，その土性は埴土・埴i表土で肥沃な湿田が多い.
坂井平坦の水稲10a当り収量は520"'-'540 kgで，福井県でも最も高い値を示す.この地域の水稲品種
構成としては，晩生の日本晴が約35%，中生のコシヒカリが約30%，フクホナミが 6，._7%，そして
早生のこしにしきと越路早生を合せて25%程度である.優良品穫をバランス良く作付しているといえ
よう.ことに日本靖が多いのは，この地域が温暖で肥沃な平坦地であり，多肥栽培が行われているこ
とを示している. 7](稲経営規模は 1ha程度で，福井県では最も大きく，農業依存度は高い.そのた
め，兼業農家率は他の地域より低い.
高志平坦 狭義の福井平野の範囲で，東部の扇状地には排水の良い砂壌土が広がるが，西部では
埴土や埴壌土の湿田が多い.この地域は水稲生産力では坂井平坦に次ぐ高水準にあり， 10 a当り収量
は500kg程度である.主要水稲品種はコシヒカリ，日本EI青，こしにしきであり，坂井平坦よりもコシ
ヒカりの比率が高くなる. 71<.号括経営面積は0.8--1 haである.福井市の周辺地帯で雇用機会が多く，
第二種兼業農家率も85'"'-'90%と高い.
高越平坦 この地域は自野)1中流の武生盆地を占める.埴土・埴壌土の肥沃湿回が多く，武生か
ら南部には浅耕土壌の乾田がみられる. 呂野)1流域は九頭龍川流域よりも収量がやや低いといわれる
ように，この地域の10a当り水稲収量は470----500kgにとどまっている.品種構成は坂井平;坦と類以し
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ており，日本Jj青が中心で，それにコシヒカリとコシニシキが加わる. 71<.稲経営規模は0.7，.._0.9haと少
さく，兼業農家率も高い.この地域の兼業で特徴的なものとしては，家内工業による自営兼業が多い
ことで，前!?江のメガネワクや漆器，武生の織物や打刃物，今立の和紙ーなどの生産が知られている19).
奥越盆地 ブL頭;淀川と真名JI，清滝川|などの河川によって形成された山間盆地で，南の大野盆地
と北の !J~Ý山盆地に分れる.比較的肥沃な沖積壊土の乾田が多い.やや冷涼な多雨・多雪・寡照の内陸
性気候で，登熟期の|ヨ 1引をが大きい. 10 a当り収量は450r-/480kgで，嶺北平坦に次ぐ. 7](稲経営規模
は1ha前後で大きい.品種構成で特徴的なことは，溜米の五百万石が多くつくられることで，その作
付面積は1981年には大野市で全水稲作付面積の37.4%，勝山市で33.9%に達した.福井県の酒米の約
70%が奥越訟地で生産され，その多くが伏見・灘へよされる. コシヒカリも五百万石とほぼ同じ程
され，この2品種で70""""'80%に達する.奥越盆地ではイノF:季が嶺北平坦よりも10日程度おくれ，
j番種，田植，そして出穂、の最盛期は，それぞれ4月18日， 5月13El， 8月15日頃である. また，大根
やニンジン，サトイそなどの畑作物栽培が相対的に盛んで，水稲作との複合経営もみられる.また，
大手化繊メーカーの下請を行う農家も多い.
嶺北山間 標高100r-./5uOmの越前中央rJJ地や南条山地，丹生IJ地などに阻まれた地域で，気侯は
で:誌が多い.積雪量が多く，根雪期間も60，.，80El間におよぶ50) 谷津田やiJl月田の湿田が多く，日
照不足と冷水のため病虫害が多発する. 7](稲経営規模はO.4，._0. 6haと小さし福井県で最も兼業農家
率の高い地域で，第二種兼業農家率は90%以上に達する.かつては，出稼や林業労務も多くみられた
が，現在では大部分の農家が恒常的勤務に従事している. 10 a当り水稲収量は360----390kgで，フクヒ
カリを中心にフクホナミやこしにしきの作付が多い.
山間高冷 九頭龍)1と真名川の上流の標高400----600mの水田地帯で， 71<.aの土壌は壌土や砂壌土
が多く， 漏水田が多い. Iヨ照不足や冷水のため収量が不安定である. 10 a当りの収量は 320""""340kg
で，県下で最低である.フクヒカリの作付面積の割合が70%を越える.
嶺南平坦 敦賀，美浜，三方，上仁|二"小浜の小平野から成る.砂壌土・壌土からなる乾田が多い
が，地力は低い.気候は温暖で，嶺北三F~坦よりも年平均気温で lOCほど高く，冬季には 2 ，..__， 3 oCの差
となる.降水量は少ない. 10 a当り収量は440_.，450kgと低く， 71<.稲経営規模も0.5-----0.6haである.品
種はコシヒカリとコシニシキが多く， I悦生種としては日本晴の代りにキンパが多くつくられている.
キンパは短稗で栽培が容易であるが，食l床と品質では日本晴に劣る.
嶺南山間 若丹・ ITlf坂iJJJtI!.の標高100，._400mの谷間に，水田が分布している.気候は嶺北山間と
同様に冷涼で，壌土の半回が多く，地力は低い.洪水と日照不足のため，水稲の初期成育が不良に
なる. 10 a当り収量は 400r-/420kgで，プクヒカリやコシヒカリの作付が多い.水稲経営規模は 0.5'"-'
0.6haで，古くから賃労働や林業労務などの兼業が多い.
VI 北龍地方の稲作地域区分の試み
VI-1 主要稲作指標の分布
これまで北陸地方の各県における稲作の地域差について記述してきたが，それでは，各県における
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個々の稲作地域を，どのように統合して，北陵地方全体の稲作地域の区分を設定すればよいのだろう
か.各県の稲作地域を記述 ・分折することによって，県が異なるそれぞれの地域の類似、性や異質性の
かなりの部分が理解できたように思える.さらに，北陸地方全体として考察を広げる準備として，い
くつかの稲作指標の分布状況をみてみよう
まず，1976年から1980:1j三までの10a当り平均水稲収量の分布を示した(第8-a図).これによる
と，北陸地方で最も単収が高い地域は新潟平野のl中央部から，平日lyのほぼ全域に広がっていることが
わかる. これに次ぐ地域としては，佐渡の国中平野，富山県の黒部)1扇状地と射水平野， {釘波扇状地
k守/IOa
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第8図 北陸地方における稲作指標の分布
(作物統計および農林業センサスから作成)
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の一部，石川県の手取J1扇状地，福井良の坂井平野と狭義の福井平野である. ¥，寸三れも各県の代表的
平野といえよう. さらに，北陸地方の平均に近い単収をあげる地域は，新潟県では岩船地域と埼平
野と高i王ド!弓lyで，新潟三を取1mむ'ように分布している.佐渡では国!こ|ごl平野の東部と部に分布す
る.富山県から石川県，そして福井県にかけては，先の高単収地域を除く平沼地が，ほぼこの範1惇に
まれる.
水稲単収が低い地域は，能登北部と嶺需を除くと，ほほ山間地に広がっている.三国iJJ脈とその前
回の丘陵地，飛車¥1LJ Jl取と飛!騎打Jj地，同白iJJ地とその南に続く百iTJJ:t也帯と低単収の分布地が一致してい
る.最低の~.又量水準の地域は，高冷山とよばれる場所であることも理解できる.以上のことから，
北陸地方の水稲生産力は，地形条件とほぼ女
気温やj浄水量，日n荷など気候条件，あるいは植生などとも密接に してI_，¥るため，自然条件
と言い換えた方が適切かもしれない.
次に稲作農家の水臼経営規模の分布をみると〈第 8-b図)，基本的には単収の分布陣とよく以て
いる.まず，最も経営規模の大きい地域はヲ新潟平野の西蒲原地方を中心に広がっていることがわか
る.ただし，その広がりは単J~交の場合よりやや狭く，仁|二l越平野は含まれない.これに次ぐ7](由経営規
模の大きし¥地域は，新潟平野周辺部，高田平野東部，黒部)1扇状地中央部と富山平野中央部，砺波扇
状地，そして手取)1扇状地，さらに小松平野から坂井平野にかけての地域と大野盆地である.その他
の平野は，北陸地方の平均的水田経営規模の地域である.そして， 11間部や半島の先端，島艇部の水
田経営規模が小さいのである.
さらに，第二在日兼業農家率の分布図を作成した(第 8-c図).この分布傾向は，単収や水田経
規模とは逆に，平JfH郊で低く，山間部で高くなっている.中蒲原・西蒲原地方を中心に，等二種兼業
農家率が低L、j也域が新潟平野に広がっている.高E平野や東頚城ー丘陵，東山丘陵，そして魚沼丘陵，
佐渡における第二種兼菜炭家率も低い.佐渡を除くこれらの地域でも兼業農家率は90%以 j二の高い値
を示し，第二種兼業農家が相対的に少い反田，第一種兼業農家が多いことがわかる.佐渡では専業農
家が他地域よりもやや多く，専業農家率は10~15%である.
腎の中央部において第二種兼業農家率が比較的低く，さらに
状地，招井県の坂井平野と大野盆地，そして三方平野におい
他方，第二:租兼業農家率が最もi高Lサ也，富山県と石)1
は黒部)1扇状地の一部と富山平
は口能登の邑潟周辺と手取)1扇
や石動i王li変から飛!ず'1]山地
および両 I~[ IJ地とその前田の丘践に至る範囲である.おおまかにみると，新潟県の西顕城地方より西
の第二極兼業農家平は高く，主要平野の多くでも 80~90% という高いイ症がみられる.他方，新潟県に
おける高第二種兼業地域は，越後山Hli¥や三国山脈ぞ¥.，、の地域と柏崎平野に!環られる.
71'寸前品種は県によって奨励品種が兵なることもあって，程類が多く分布も多様である.北陸四県に
共通する奨励品種はコシヒカりのみで，福井県を除く三県の共通奨励品種は越路早生とホウネンワ
セ，新潟県を除く三県の奨励品種は日本晴である.ここでは， コシヒカリと越路早生， 日本日青を取り
あげた.
まず， コシヒカリの分布をみると(第9-a図)， その作付Z容が高い地域は，新潟県では岩船地方
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a)コシヒカリ
b)越路早生
ぎ1 。
ラら c)日本靖
/ぷ tコ50-
o 60民間
第 9図 北陸地方における主要水稲品種の分布
(各県の食糧事務所資料により作成)
や東蒲原地方，魚沼地方，そして西頚城地方などいずれも山間地に広がっていることが明瞭である.
新潟平野周辺ではコシヒカリの作付率がやや低くなり，平野中心部では一部を除いてかなりイ尽くなる
傾向がみられる.新潟平野においてもコシヒカリの作付率は30%前後で首位を占めるが，新潟早生や
アキヒカリなどの多収の早生種の割合が多くなるのである.柏崎平野を中心とする刈羽地方では，後
にのべるように越路早生の作付が多い.東頚城地方や岩船地方，そして佐渡地方では， トドロキワセ
と新潟早生，そして越路早生がしサゴれも15，-....;20%ず、つ作付されており，合わせるとコシヒカリの作付
率を上まわる.
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富山県では， 主要平野でコシ ヒカリ の作付率が高く ，新潟県の場合と対照的な分布パターンがみら
れる.ことに県東部においてその値が著しく高い.石川県では手取)1扇状地から小松平野にかけてコ
シヒカリの作付率が高く，福井県では大里子盆地と嶺南の山間地でその作付率がやや高い.石川県の平
担地では多収早生種の加賀ひかりや良質早生種の越路早生の作付eが多いためコシヒカリの作付率が相
対的に低くなっており，山間地ではいもち抵抗性のあるホウネンワセやハツニシキの作付率が高いこ
とが，コシヒカリの作付率を低めている.福井県では平坦地で極早生のこしにしきと日本晴が，山間
地でいもち抵抗性のあるフクヒカリの作付・が多いため，コシヒカリが伸びていないのである.
越路早生は新潟県の柏崎平野と手取川扇状地扇端から河北潟周辺，富山県東部，奥能登で多く作付
られている.新潟平野では近年，新潟早生の増加によって越路早生は減少している〈第 9-b図).
日本晴は富山平野中央部と福井平野に分布がほぼ限られ，中生種のコシヒカリと早生種の越路早生や
こしにしきと組み合わされている.
?I I 6p陥
第10図
J' 
??
??
図新潟東部平坦 図嶺南平坦
回新潟西部平坦 圏奥越盆地
巳佐渡平坦 図北陸東部山間
図富山・加賀北部平坦園北陸西部山間
臼富山北西部平坦 閥半島・島唄山間
図能登平坦 関山間高冷
図加賀南部・嶺北平坦
北陸地方の稲作地域区分案
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N-2 稲作の地域産分案
以上の各県の稲作技術普及指導j二の稲作地域足分とそれぞれの地域の特徴，稲作指標の分布に基づ
いて，北陸地方における稲作の地域区分を以下のように設定した(第10図).
まず，北陸四県を通じて性格が:最も類以して¥"たのは， J1JI'，~\Jï高冷地であったと三iきえられる.そこで
は自然環境の制約が大きし収量がイ尽く，耐冷性や耐L、もち病性に優れているが，品質・食味では劣
る平生積が栽培されている.経営規模が小さく，第二積兼業農家率が極めて高いのも共通した性格で
あった.北陸地方の標高500m以上の山間高冷地は，水Elが実には存在しない潜在J也域を含めて，
1つの稲作地域と考えることができょう.
次に各県の山間・丘陵地を検討してみよう.棚田で湿田や半沼田が多く，・気温ともに低い
湧7Kや天7Kに依存し，早越にみまわれることも多い.積雪が多く，副!雪n~i:~出~こよって稲作作業が遅れ
るなど， 1j開高冷地ほどではないにしても，自然条件が厳しい地域である.各県の・ 1王i境地の稲
作を検討すると，北陸東部山間と北陸西部11間，半島・烏1I興山間，奥j皆盆地に区分することができ
る.北陸東部山間は新潟県の山間・丘陵地に相当する. コシヒカリの作付率が高いのが特徴で， トド
ロキワセがそれに次いでいる. 平年収量は他の山間地と同様に低いが， 水田の経営積がやや大き
く，その分だけ第二種兼業農家が少し第一種兼業農家が多いー
北陸西部w間は氷見山間と能登北部山間と能登南部!J_j間を除く，富山・石川・福井三県のLlJ問地を
合わせたものである.富山県や石川県ではコシヒカりもかなり作付られるが，いもち抵抗性のあるホ
ウネンワセが作付aの中心となる.福井県ではL、もち抵抗性山間!向け早生種のフクヒカりの fr:付が多
い.北陸東部山間よりも収量水準ではやや下まわる程度であるが， 7K稲経営規模では20--30aの差が
ある.そのため，北陸西部山間は極めて強く兼業に依存している.
半島・島1興山間は，富山県の氷見山簡を含む能登半島の山間と佐渡Lj間に1担当する.ゆるやかな起
伏の丘陵あるいは隆起準平原を刻む小河)1の流域や地すべり地に水EBが発達している.海洋の影響を
受け気候は比較的温和であるが，土壌や水利条件が怒く収量は北陸西部山間と同じ程度に低い. コシ
ヒカリの作付が多いが，越路早生の作付・率が比較的高い.
奥越盆地はLJ_j間と平坦の中間的性格をもっ.北陸地方では他に類以の地域がないため，独立させる
ことにした.
北陸地方の平坦地は極めて多様であるが，新潟東部平坦と新潟西部平坦，佐渡平J:I3_， -力IJ賀北
部平坦，富山北西部平坦，能登平1:8，加賀南部・嶺北平坦，嶺南平:l:sの8地域に区分するのが妥当と
考えられる.
新潟東部平坦は新潟平野全域を占める.主に壌質土の肥沃な湿田や半湿田が多く，単収でも*I:EI経
営規模でも北陸地方で首位を占める. コシヒカリと新潟早生，アキヒカりの作付が多い.第二種兼業
農家率は低い.新潟西部平坦および佐渡平塩は，単収，品種，経営規模，兼業そして水稲生育j克から
みて，それぞれ独立させた.
富山平野を構成する諸扇状地ごとの稲作地域と手取川扇状地を中心とする加賀北部平坦を統一し
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て， 1官dJ. )J[l:i?J~'北部平坦とした.砂壌二!二もしくは壌土の乾田が多く，近年における水利事業や基盤整
備事業によって単収も増加し，新潟東部平坦に次ぐ地位を占めるようになった.富山平野ではコシヒ
カ~と越路早生， 日本1奇が，手取)1扇状地ではコシヒカりと加賀ひかりが多い.水稲絞営規模も
依存度も，北陸地方の平均程度である.
南北能登平坦を統一して能登平担とした.埴土や埴J::f;~土の湿田や半田が多く，単収は北陸地方の
平均よりやや低い. コシヒカリや越路早生，ホウネンワセの作付が多い.経営規模は小さく，第二種
兼業農家も
加賀南部三jZ坦と嶺北平坦を統一して，加賀南部・嶺北平坦とした土や埴壌土でJ巴沃な湿田が多
い. J収量は新潟東部平坦に次ぐ地位にあり，コシヒカリのほかに加賀ひかりやこしにしきなどの早生
種が多く作付られている.嶺北平坦には日本靖も多い.水田経営規模と兼業状況は北陸地方の平均程
度である.射水，氷見平坦は水稲生育環境は能登平坦に類似、しているが，単収は高く経営規模も大き
い.品種などを考ー癒すると，嶺北平坦と共通する罰が多い.ここでは， とともに単独なもの
として取り扱うことにした.
以上のように北陸地方の稲作地域を13に区分したが，これをみると，まず，基本的には地形条件に
よく対応することがわかる. もっとも，この区分は元来稲作技能普及上の地域産分に基づ、いているた
め，地形条件で代表される自然条件をト分評価しているのは当然であるが，それを差し51¥''ても，自
然条件の重要さは否定できない.平坦・ IlJ間・ IlJ開高冷という差が，稲作の栽培技術や生産力のみな
らず農業経営や農家兼業まで規制していることは，農林省統計調査部による「水稲地帯生産力図説j
や農林省農地局による「生産価格よりみた我富農業の地域区分(案そして山本正三らの
「北陸地方における農村空間の区分J53)などによって示されている.
また，北陸地方は東西に長いため，その差が大きい.新潟県が稲作において東北地方と共通点が多
く，福井県の稲作が西南暖地を想起させるのは，すでに述べた北陸稲作の津r移性の現われである.お
おまかにいえば，東日本的な新潟黒と西日本的な富山・石川・福井の三県に分けることができそうで
ある. しかし，地域的伝統が稲作の性格を左右する場合もある.たとえば，加賀地方の早場米地帯と
しての伝統が，石川県の品種構成を新潟県の場合と同様の早生種中心にしている.新潟県刈羽地方で
越路早生の作付が多いのは，自然条件もさることながら，長同市に位置する新潟農業試験場の影響と，
通勤兼業が早くから浸透し早植えが定着していたことによるという.
この他にヲ稲作地域が三角州平野で混日や半波田が多いのか，それとも扇状地性平野で乾田が多い
のかといった差も稲作技術や生産力に大きな影響をおよぼしている.また，大沖積平野と中規模な扇
状地，そしてはl間の盆地や谷津といった，平野の規模の果す役割も大きい.高度経済成長期以降，農
家の兼業機会によって稲作が左右されることが多くなったが，富山・石川・福井の三県の稲作と新潟
県の稲作の差は案外このようなところからきているかもしれない.
V むすび
北陸地方における稲作地域の性格を明らかにするために，この報告では，明治期以降の稲作の推移
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と現在の稲作の地位を検討し，さらに品種や単収そして水稲生育環境といった稲作技術の側面に主に
蒼目して，北陸地方の稲作地域区分を試みた.その結果，以下のことが明らかになった.
北陸地方における明治期以降の稲作の推移を，単収と品積の変化からみると，七期にfI寺代区分でき
る.第一期 (1884年r--1907年〉には単収が上昇するが不安定であり，在来品種が整理されつつあっ
た.第二期(1907年'-"1920年〉は，在来品種の中から優秀なものが選ばれ，それによって統ーが進
み，単収は安定して上昇した時代であった.第三期 (1920年--1930年〉には単収は安定していたが上
昇傾向がにぶり，品種は在来品種から純系分断されたものがj刊¥，¥られた.第四期(1930年r--1940年)
には再び単収が上昇を開始したが，年によって変動が大きかった.品種は在来品種から純系分離され
たものに，交配品種が加わった.第二次世界大戦をはさむ第五期(1940年/"'-/1953年〉は，単収は停滞
し不安定で，少月巴多i収品種が用いられた.戦後の混乱が収拾された第六期(1953年"'""1958~つには，
単収が急上昇し，多肥多収品種が多かった.第七期(1968年~現在)は，単4文が安定するが，増加率
は低く，良質品種指向の時代である.
北陸地方の水稲生育環境は，時間的にも空間的にも，寒地型とi暖地型の津r移帯としての性格をもっ.
生育初期には寒地型，後期には暖地型の気候であるとともに，北陸地方西部はi環地型の環境で，東に
向うにつれて寒地型に変化するという特徴がある.
北陸地方は米の産額が農業粗生産額に占める割合や稲作単一経営農家率，水田率などからみて，極
めて稲作に強く依存する地域である.稲作技術的にも装備の点からも，北器地方は東北地方と並ぶ日
本の代表的稲作地域といえよう.
北陸四県それぞれの稲作技術普及指導上の稲作地域の区分を示し，それぞれの特徴を記述した.各
県ごとの稲作地域区分を，北陸地方全体の単収や品種， 7K稲経営規模，第二種兼業農家率を参照して
統合し，北陸地方をおの稲作地域に区分した.新潟東部平坦，新潟西部平坦，佐渡平坦，富山・加賀
北部平坦，富山北西部平坦，能登平坦，加賀南部・嶺北平坦，嶺南平坦，北陸東部山間，北陸西部山
間，半島・島u輿山間，奥越盆地，山間高冷である.
北陸地方の稲作地域区分をみると，基本的には地形条件で代表される自然条件によく対応する.ま
た，大まかにみると， Q麦地稲作の性格の富山・石川・福井の三県と，寒地稲作の性格の新潟県に二分
される.さらに，稲作が展開する平野の規模の違い，三角州性平野であるか扇状地性平野であるとい
ったこと，稲作における地域的伝統の差，そして兼業機会の多少による稲作の地域差などが，北陸地
方でみられた.
この報告をまとめるにあたって，北陸農政局，北陸農業試験場フ北睦地方の各県の農産普及課や農業改良諜，
食糧事務所，統計情報事務所，農業試験場の方々にお世話になった.製図は筑波大学地球科学系の小1時四郎氏と
宮坂和人氏に依頼した.記して感謝申しあげる.なお，この報告の作成にあたって， I昭和57年度文部省科学研究
費補助金奨励研究 (A)r寒冷地における稲作技術の地域生態J(代表者 田林 明，課題番号57780202)とl昭和
57年度筑波大学学内プロジェクト奨励研究「プナ帯における稲作の発展と限界J(代表者 田林 明)，昭和58年
度文部省科学研究費補助金一般研究 (B)r自立農業経営の地域類型の形成と農業地域の変化J(代表者 山本JE
三，課題番号58450069)による研究費の一部を使用した.
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Regional Changes of Rice Cultivation in the Hokuriku District 
Akira T ABA Y ASH1 
This paper analysed the development of rice cultivation in the Hokuriku district and its 
present position， and attempted to distinguish rice growing regions， in order to elucidate the 
characteristics of rice cultivation in the major rice district of Japan. The following are our 
findings. 
(1) The developing process of rice cultivation in the Hokuriku district after the Meiji era 
can be divided into seven periods mainly in terms of rice varieties and 10-αre yields. ln the 
first period (1884-1907) lO-are yields generally increased with fluctuations from one year to 
another. 1ndigenous varieties were compared and examined for the better ones. 1n the second 
period (1907-1920) several rice varieties selected from the indigenous ones spread and 10-are 
yields increased stably. The third period (1920-1930) found that the year1y fluctuations of the 
yield disappeared， but its growth stagnated. Pure line rice varieties were adopted in this period. 
1n the fourth period (1930-1940) 10・areyields began to increase again， while its yearly fluctu-
ations enlarged. Hybrid varieties were introduced in this period. 1n the fifth period (1940-19 
53) 10-are yields remained the same level or decreased and low fertilizer-response varieties 
were widely utilized at the time of social disorder and food shortage due to World War 11. 
The sixth period (1953-1968) experienced the rapid increase of 10-are yields and wide adaption 
of high fertilizer-response varieties唱 1nthe seventh period (1968 to present) 10-are yields stag-
nated at the high level， partly due to the rice crop adjustment to solve overproduction problems. 
This period pointed to good quality and delicious rice varieties. 
(2) The physical environment of rice cultivation in the Hokuriku district is characterized 
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by its transitional position between coldness and warrnness in terrns of tirne and space. The 
weather of the first two months of the rice growing period is cold just like that of northeast-
ern Japan， ¥vhile the weather of the next two or three months， very hot and humid， resembles 
that o[ southwestern Japan. 1n addition， warm type of rice growing is widely found in the 
western part of the Hokuriku district， while the cold type of rice growing is distributed in the 
eastern part. 
(3) Agricultural economy of the I-1okuriku district has strongly depended on rice cultivation 
considering the high percentage of rice to the total agricul tural product， the high ra tio of rice 
monoculture farms and the dominance of paddy field in the total cultivated land. 1n terrns of 
rice growing techniques， facilities and machines， the Hokuriku district is the leading rice growing 
region in Japan together with the Tohoku district. 
(4) The rice grO¥ving regions of each prefecture of the Hokuriku district (Niigata， Toyama， 
Ishikawa and Fuki) were set up based on the zones by the prefectural extension service. Nine 
regions in Niigata and Toyama prefectures， and eight regions in 1shikawa and Fukui were 
recognized respectively. These 34 regions of a1 prefectures were consolidated into 13 regions 
refering to the distribution patterns of 10-are yields， rice varieties， acreage of paddy field per 
farrn and farrners' side businesses. As a result the rice growing regions of the Hokuriku district 
were classified into eight plain types， four mountain types and one high cool mountain type. 
These are as follows: Eastern Niigata plain， Western Niigata plain， Sado plain， Toyama-Northern 
Kaga plain， Northwestem Toyama plain， Noto plain， Southern Kag仕 Reihokuplain， Reinan plain， 
Eastern Hokuriku mountain， Vvestern Hokuriku mountain， Noto-Sado mountain， Okuetsu baisn 
and High Cool Mountain (Figure 10). 
(5) The arrangement of rice growing regions of the Hokuriku district shows that the rice 
cul tivation is strongly influenced by physical conditions such as land forrns and sηow accurnulation. 
Besides， the rice cultivation types are generally divided into the ¥-varm typs in Fukui， 1shikawa 
and Toyama and the cold typs in Niigata prefecture. The scale of alluvial plains， composition of 
the plains such as delta deposits and alluvial fan deposits， technical tradition of local areas and 
opportunitities of farrners' side businesses have also considerably defined regional differences of 
rice cultivation in the Hokuriku district. 
